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概要

学習者の学びの個性に対応するアプロ ー チとして， 学習者の学習スタイノレを考慮、す

るアプロ ー チが古くから行われている ． 筆者らはオリジナノレの学習スタイノレ調査手法
である「学びのスタイノレ」アンケー トを用いて， 大学で、の調査を行ってきた ． 数学を
対象とした「学びのスタイノレJアンケー トの調査においては， これまでの取り組みの

中で学習者の学びの個性に関する知見が得られた一 方， 「学びのスタイノレ」は， 学習
活動を経て変化するものなのかどうかといった実データの裏づけのある知見は得られ

ていない状態である ． そこで， 兵庫県下の県立高校l校の協力を受け， 数学版の「学び

のスタイノレjアンケー トを3年間にわたって収集する試みを実施した． 本稿は， 収集し
た3年分のf学びのスタイノレJアンケートの結果を分析し， 年毎に「学びのスタイルj

アンケートの状況を可視化することを試みるものである 高校の数学という枠組みの
中で， 「学びのスタイノレ」アンケー 卜によってどのような学びの個性が確認できるか
検討したうえで， 年度聞のスタイノレの変遷を調査し， 「学びのスタイノレ」から得られ
る知見を議論する ．
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1はじめに

学習者ひとりひとりに適した教示を実現することは， 教育の目指すゴーノレの 一 つである． こ

のような学習者への対応を考えたとき， 学習内容に関する学習者の理解の度合いを測定し， そ
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